
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管として構成されるねじ山部分（１）と、第１の端部にお

先端部（６ １２）と、反対側の第２の端部において
ねじ回しと係合する

ためのヘッド（８）とを有する骨ねじであって、ねじ山部分（１）の壁は複数の窪み（２
３）を有し、管状のねじ山部分（１）が その外壁にお

骨ねじ山（４）と、少なくとも一方端においてヘッド（８）または
先端部（６ １２）をねじ込むための内側ねじ山部分とを有す 骨ねじ。
【請求項２】
　前記内側ねじ山部分はメートルねじ山（５）として構成されることを特徴とする、請求
項１に記載の骨ねじ。
【請求項３】
　前記先端部（１２）は自己切削先端部として構成されることを特徴とする、請求項１ま
たは２に記載の骨ねじ。
【請求項４】
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いて前記ねじ山部分（１）に
対して着脱自在な ， 、前記ねじ山部分
（１）に対して前記先端部（６，１２）とは独立に着脱自在であり、

， 、 いて前記ねじ山部分（１）の全
長にわたって延在する

， る、

管として構成されるねじ山部分（１）と、第１の端部において前記ねじ山部分（１）に
対して着脱自在な先端部（６，１２）と、反対側の第２の端部において、前記ねじ山部分
（１）に対して前記先端部（６，１２）とは独立に着脱自在であり、ねじ回しと係合する
ためのヘッド（８）とを有する骨ねじであって、ねじ山部分（１）の壁は複数の窪み（２



骨ねじ。
【請求項５】
　管として構成されるねじ山部分（１）と、第１の端部にお

先端部（１２）と、反対側の第２の端部において
ねじ回しと係合するため

のヘッド（８）とを有する骨ねじであって、ねじ山部分（１）の壁は複数の窪み（２ ３
）を有し、管状のねじ山部分（１）がその外壁にお

骨ねじ山（４）を有し、かつヘッド（８）および／または先端部（６ １
２）がねじ山部分（１）の端部にぴったり嵌合するように挿入され得るように寸法取りさ
れ 骨ねじ。
【請求項６】
　先端部（１２）は自己切削先端部として構成されることを特徴とする、請求項 に記載
の骨ねじ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
この発明は、ねじ山部分と、第１の端部における先端部と、反対側の第２の端部において
ねじ回しと係合するためのヘッドとを有する骨ねじに関する。
【０００２】
ＥＰ－Ａ－０　６８２　９１７号からは中空の円筒形のピンが公知であり、それは先端部
から離れて開始する外側の骨ねじ山を有し、またその外側のケーシングにおいて窪むこと
によって骨の組込みを可能にする。この装置は、予め作成する必要のあるあけられた孔の
中にのみねじ込みが可能である態様で構成される。
【０００３】
ＷＯ９７／３７６０３号からは骨ねじが公知であり、そのシャンクは成長のために孔あけ
によって作られた複数の穿孔を有する。
【０００４】
ＵＳ－６，０４８，３４３号からは、面取りした骨ねじを有する骨ねじシステムが公知で
ある。
【０００５】
この発明の目的は、最初に説明した種類の骨ねじを改善することである。
この目的は、管状のねじ山部分がその外壁における骨ねじ山と、少なくとも一方端におい
てヘッドまたは先端部をねじ込むための内側ねじ山部分とを有する骨ねじによって達成さ
れる。これは、さまざまなヘッドまたは先端部をねじ込むことができるような大きな変動
性を生じる。
【０００６】
さらなる発展に従うと、内側ねじ山はねじ山部分の全体の長さにわたって延在する。この
態様で、ねじ山部分をインサイチューにおいて短くしてあらゆる所望の長さにできるとい
う利点が得られるため、ここでも変動性が増加する。
【０００７】
別の解決策に従うと、骨ねじは、管状のねじ山部分がその外壁に骨ねじ山を有し、かつそ
の先端が自己切削先端部として構成されることを特徴とする。これは、ねじを収容するた
めに最初にボアを作る必要性をなくす。さらなる解決策は、管状のねじ山部分がその外壁
に骨ねじ山を有し、かつヘッドおよび／または先端部がねじ山部分の端部にぴったりと嵌
合するよう挿入され得るように寸法取りされることを特徴とする。ここでも、ねじ山部分
をインサイチューにおいて短くして所望の長さにできれば挿入の態様の変動性が増加し、
所望の種類のヘッドまたは先端部を挿入できる。
【０００８】
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，３）を有し、管状のねじ山部分（１）が、その外壁において前記ねじ山部分（１）の全
長にわたって延在する骨ねじ山（４）と、前記ねじ山部分（１）の全長にわたって延在し
、ヘッド（８）または先端部（６，１２）をねじ込むための内側ねじ山部分とを有する、

いて前記ねじ山部分（１）に
対して着脱自在な 、前記ねじ山部分（１
）に対して前記先端部（６，１２）とは独立に着脱自在であり、

，
いて前記ねじ山部分（１）の全長にわ

たって延在する ，

ている、

５



この発明のさらなる発展形は従属請求項において特徴付けられる。
この発明のさらなる特徴および利点は、図面を用いた実施例の説明から生じる。
【０００９】
図１に最もよく示されるとおり、骨ねじは管状のねじ山部分１を有する。これはその壁に
複数の窪み２を有し、それはここに示す実施例においては菱形として構築される。ここで
の菱形の整列は、各々の場合において一方の対称軸が管の対称軸と平行に延在するような
態様で行なわれる。窪み２の第１の組は、円周方向において互いにずれている。軸方向に
見て隣接して、窪み３のさらなる組が続き、それは円周方向に見て同じ距離にあるが、そ
れらは各々の場合において、軸方向に見たときに第２の組３の開口部が先行する組２の２
つの開口部の間に位置するように配置される。このパターンは表面全体にわたって続く。
開口部は菱形として構成されることが好ましいが、その他の実施例に従うと、その他の形
の開口部、特に丸い開口部を設けることができる。
【００１０】
外壁にはいわゆる骨ねじ山４が設けられ、その形は通常の骨ねじに対応する。骨ねじ山は
図４に詳細に示される。
【００１１】
骨ねじは、管の一方端に取付けられた先端部６をさらに含む。この先端部は、実際の先端
部分とシャンク７とを含む。ここに示す実施例において、シャンク７はメートル外側ねじ
山を有する。管状のねじ山部分１はその内壁に対応するメートル内側ねじ山を有し、先端
部と管とは、図２に見られる態様で先端部をねじ込むことによって互いに固く接続される
。この２つのメートルねじ山は、骨ねじ山４の右ねじ山傾斜に対する左ねじ山として構成
される。
【００１２】
骨ねじはヘッド８をさらに含み、これは図１に最もよく示されるとおり、スリットまたは
内部六角形を有する実際のヘッド部分９と、ねじ山シャンク１１とを有する。ねじ山部分
１を形成する管はその関連する端部に、ねじ山シャンク１１のねじ山に適合するメートル
内側ねじ山を有する。ねじ山シャンク１１と内側ねじ山との２つの協調するねじ山もまた
、左ねじ山として構成されることが好ましい。ヘッド８は、図２に示される態様でねじ山
部分１に固くねじ込まれる。
【００１３】
図３に示される実施例は、先端部１２が自己切削先端部として構成されるところが第１に
説明した実施例と異なる。この実施例および第１の実施例においても、先端部は各々の場
合において図面に示される態様で丸くされる。
【００１４】
前述の実施例において、先端部とヘッドとがねじ込まれる。メートル内側ねじ山は各々の
場合において、ヘッドと先端部とをねじ込み得る態様で、２つの端部にわたって延在する
。
【００１５】
好ましい実施例に従うと、内側ねじ山はねじ山部分の全体の長さにわたって延在する。こ
のことは、管をあらゆる長さに切断できるために、所望の長さのねじを生産できるので、
貯蔵量をかなり減少できるという利点を有する。
【００１６】
代替的な実施例に従うと、ねじ山部分１の内壁とそれぞれのシャンク７および１１とはそ
れぞれのねじ山なしで構成され、それらの寸法は、先端部およびヘッドが固く接続されて
ねじ山部分１にぴったり嵌合するような態様で定められる。
【００１７】
代替的には、ねじ山は一方端に設けられてもよく、関連する素子、言い換えると先端部ま
たはヘッドは、対応するねじ山を有してねじ込まれることができてもよく、したがってこ
の端部においても管を予め定められた長さに切ることが可能であり、また他方の素子、言
い換えるとヘッドまたは先端部は、ぴったりと嵌合するように取付けられてもよい。
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【００１８】
骨ねじを形成する部品はチタンで作られることが好ましい。
先端部およびヘッドをねじ込み得ることはまた、骨材料またはその他の成長促進材料をこ
のように形成されたねじの空洞部に充填することによって、治癒プロセスを大きく促進で
きるという利点を生じる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　分解図を例示する図である。
【図２】　第１の実施例の組立てられたねじを示す図である。
【図３】　第２の実施例の組立てられたねじを示す図である。
【図４】　図１の詳細を拡大して示す図である。
【図５】　図１の詳細を拡大して示す断面図である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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